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蒲
鉾
書
紹
命

　
　
　
　
　
挿
一

内
山
孝
一
氏
著
　
生
物
哲
學
研
究

　
噛
看
者
ば
白
分
建
に
詩
魂
～
町
識
匡
無
い
が
、
序
文
に
於
け
る
著
春
の
聖
岳
よ

q
察
す
れ
ば
、
年
少
氣
鏡
の
ま
で
あ
り
、
生
物
墨
の
研
究
に
撒
臭
せ
る
、
將

來
囑
目
す
べ
き
學
徒
で
あ
る
。
　
而
し
て
自
ら
…
方
に
於
て
三
物
學
内
蔀
の
破

墨
な
な
す
霊
悲
ハ
に
、
他
方
更
に
生
物
學
夫
妻
輿
の
依
り
て
立
つ
根
擦
の
問
題

に
考
察
な
廻
ら
し
、
哲
學
殊
に
認
識
諭
上
よ
り
之
か
批
判
ぜ
る
も
の
、
並
に

そ
れ
に
關
聯
ぜ
る
論
文
集
が
此
の
書
物
で
あ
る
。
科
學
の
進
歩
分
化
多
義
な

極
め
、
そ
の
結
果
各
々
そ
の
根
本
的
な
認
識
月
界
從
て
そ
の
任
務
の
問
題
た

顧
み
ず
、
只
管
被
末
の
問
慰
の
考
究
に
日
も
街
足
ら
ざ
る
A
爵
、
し
か
も
生

物
學
研
究
者
自
勢
の
内
か
ら
、
　
か
㌧
ろ
根
本
問
題
の
吟
味
の
起
つ
た
事
ほ
畦

宜
に
漉
し
大
豊
で
あ
る
オ
思
ふ
。
本
書
ほ
六
部
か
ら
成
立
っ
て
る
う
が
次
に

そ
の
内
容
な
驚
軍
に
紹
介
し
て
見
る
。

（
工
）
生
物
哲
學
序
論
。
撫
物
學
ビ
云
ふ
一
勝
礁
科
撃
な
、
科
學
概
論
申
の
一

部
ミ
し
て
、
批
鋼
哲
學
の
精
榊
に
基
き
、
そ
の
方
法
論
か
ら
巫
物
學
の
學
的

地
位
な
考
察
し
、
以
て
そ
の
侠
っ
て
立
つ
學
的
根
隷
そ
の
、
學
の
認
識
目
的
、

認
識
隈
界
な
究
明
ぜ
ろ
論
丈
で
あ
る
。
先
づ
生
物
學
史
上
の
二
大
潮
流
こ
し

て
の
生
命
槻
械
観
ハ
諸
。
。
】
H
ρ
髪
図
髪
。
。
）
学
生
氣
銚
（
＜
宮
｝
ζ
髪
切
）
の
根
本
思
想
、

及
そ
の
代
表
砦
な
略
窪
し
、
之
等
爾
活
に
侮
れ
も
批
鍔
の
立
揚
な
省
み
ざ
る

陸
陸
論
ミ
し
て
否
定
し
て
み
る
。
（
6
本
書
り
ぺ
ー
ツ
な
示
す
）
然
る
に
近
代

自
然
科
學
の
研
究
の
湛
む
に
つ
れ
て
挫
械
槻
的
な
見
方
が
盛
虐
な
り
、
遣
命

新
利
書
紹
介

現
象
存
物
理
學
及
脳
漿
的
に
説
明
ぜ
ん
書
簡
つ
る
爲
め
、
　
遽
に
に
生
物
學
濁

自
の
立
場
如
何
が
問
厘
亡
な
り
、
そ
の
猫
立
性
が
危
く
ぜ
ら
れ
た
ろ
故
、
そ

の
根
擦
た
根
本
的
に
考
究
す
ろ
事
が
焦
贋
の
急
で
あ
ろ
こ
し
て
、
こ
、
に
こ

の
照
門
題
の
提
腐
理
由
な
述
べ
て
み
る
。
（
9
）

科
學
芝
し
て
の
生
物
撫
の
位
澄
な
考
聾
す
ろ
冷
め
に
、
ヴ
ン
ト
・
リ
ツ
カ

ー
ト
等
の
科
學
分
類
た
暴
げ
、
生
物
學
な
二
戸
學
三
ハ
に
中
間
範
圃
馨
」
す

る
リ
ツ
カ
ー
ト
の
態
度
の
不
徹
底
を
の
べ
、
　
生
物
學
に
白
…
殊
…
科
學
ビ
し
て
聾

遍
的
法
則
た
定
立
す
る
も
の
な
ろ
事
な
論
じ
て
み
る
。
然
ら
ば
二
・
に
當
然

起
り
來
ろ
問
題
S
し
て
、
生
物
學
ぜ
他
の
自
然
科
學
例
へ
ば
物
理
學
化
學
等

ε
の
關
係
に
如
何
亡
問
魎
を
進
め
、
そ
の
第
一
歩
・
・
し
て
揆
械
的
因
果
律
に

就
て
検
討
し
て
お
る
。
先
づ
石
瓦
的
閣
果
律
の
偶
然
性
の
問
題
、
挫
絨
的
因

果
律
の
構
成
の
根
採
が
二
足
完
了
魅
た
有
す
る
か
否
か
な
問
題
定
し
、
欝
絨

的
闘
果
律
に
失
白
鰹
爵
曇
兀
了
性
為
有
し
自
然
科
學
の
構
成
的
原
理
な
り
ミ

す
ろ
カ
ン
ト
及
田
擾
博
士
の
立
場
蜜
、
因
果
撞
夫
自
若
、
白
足
完
了
性
無
く
、

從
っ
て
鵜
械
的
因
果
微
な
韓
成
す
ろ
原
理
あ
り
て
始
め
て
そ
れ
は
自
然
科
學

の
梅
戊
原
理
逸
り
得
ビ
す
る
左
右
田
薄
士
の
体
認
な
皐
げ
て
る
る
・

　
所
で
機
械
的
因
果
系
列
を
ば
、
偶
然
な
ろ
も
の
六
ら
ざ
ら
し
め
ん
ビ
ぜ
ば

結
局
認
識
目
約
朗
…
機
心
的
囲
果
律
な
禰
ふ
も
の
湘
・
考
へ
幻
ば
な
ら
ぬ
電
主
張

し
，
更
に
認
識
史
的
を
認
む
ろ
に
し
て
も
有
物
學
書
他
の
臼
然
科
學
ぜ
ぼ
同

一
な
る
認
識
爵
的
を
持
つ
か
否
か
ビ
次
の
問
題
に
進
み
、
そ
こ
で
著
者
に
「
有

繋
鰹
に
翻
す
ろ
認
識
に
第
一
批
鋼
に
於
け
ろ
樫
械
的
因
果
律
な
そ
の
櫛
庇
原

理
ミ
す
る
の
み
に
て
ほ
不
充
分
な
り
ε
し
、
生
物
學
の
構
成
原
響
と
て
幾

械
的
因
呆
律
、
そ
の
規
整
酌
原
理
荒
し
て
内
面
的
A
爵
的
牲
の
概
念
な
蜴
げ

九
一
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二
二
研
究
　
第
百
五
十
二
號

れ
ば
な
ら
ぬ
」
定
い
ふ
第
三
批
鍔
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
主
張
ぐ
」
、
　
か
㌔
ろ
合

目
的
性
の
概
念
こ
そ
楼
械
的
因
果
の
構
成
原
理
だ
ぜ
す
ろ
左
右
田
博
士
の
主

嬰
、
為
比
較
し
て
み
ろ
。
そ
こ
で
カ
ン
ひ
の
渇
的
論
に
封
ず
る
解
羅
如
何
が

之
か
証
す
る
問
題
蜜
な
る
が
、
隠
者
は
之
な
次
の
a
h
の
二
方
面
か
ら
論
究

か
進
め
カ
ン
ト
の
蔑
的
論
亡
左
右
田
博
士
の
考
虐
が
決
し
て
粗
矛
盾
ぜ
る
も

の
で
な
く
之
な
調
湘
結
合
す
る
事
が
可
能
な
る
事
為
主
張
し
て
み
る
。

　
軋
形
式
的
量
的
性
ミ
内
冠
的
府
的
性
ミ
の
關
係
。
カ
ン
ト
の
目
的
諭
に
於

け
る
有
櫻
難
解
葉
物
に
關
す
ろ
學
ビ
自
然
科
斗
｝
般
マ
」
の
關
係
ば
形
式
的
内

面
的
爾
匿
的
性
潜
心
し
て
考
察
す
れ
ば
明
瞭
重
な
る
。

　
瓦
A
員
的
性
ピ
範
疇
ミ
の
選
嫌
。
之
に
怪
し
て
匡
カ
ン
ト
及
田
癌
博
士
の

如
く
雄
物
に
於
け
る
合
貝
的
性
な
樫
械
的
因
果
の
規
整
的
原
理
ビ
す
ろ
立
場

ピ
、
左
右
田
博
士
の
如
く
構
成
的
原
理
ピ
考
ふ
ろ
立
場
ε
が
あ
る
が
、
後
看

の
主
張
に
於
て
に
四
つ
の
揚
含
あ
り
ミ
し
（
『
）
合
目
的
性
存
範
疇
に
接
近
ぜ

し
め
之
に
範
暗
の
導
因
性
を
與
ふ
る
も
の
、
（
二
）
範
酵
な
閉
路
的
性
に
接
近

ゼ
し
め
、
範
疇
粂
般
為
以
て
そ
の
要
器
性
全
く
合
目
的
讐
尚
じ
定
し
て
範

躊
論
の
試
し
毒
、
試
丈
な
す
も
の
、
（
三
）
合
目
的
盤
な
範
疇
の
何
れ
か
に
属
ぜ

し
め
、
翠
雲
的
性
に
構
成
的
範
疇
の
舞
雀
為
與
へ
を
・
す
ろ
も
の
・
三
つ

の
揚
合
為
説
明
し
、
且
そ
の
各
々
の
成
立
不
能
の
所
以
存
蓮
べ
、
最
後
に
第

四
書
し
て
左
右
田
繊
田
螺
…
衡
肉
の
立
場
書
し
て
機
械
的
因
果
律
の
系
列
な
思
ふ

揚
合
に
、
そ
の
最
初
叉
に
最
後
に
そ
の
認
識
員
的
を
示
す
如
き
何
等
か
の
補

足
々
設
け
、
　
こ
の
補
足
こ
そ
合
盛
的
性
の
概
念
が
楼
械
的
因
果
の
構
成
的
原

理
ぜ
な
り
生
物
學
の
學
的
根
擦
な
示
す
も
の
で
あ
ろ
属
し
て
之
な
紹
介
し
、

之
に
櫻
械
的
因
果
律
亡
合
目
的
性
ミ
の
論
理
的
紡
合
な
意
圏
ゼ
う
も
の
ビ
し

九
二

て
之
准
認
め
、
こ
・
に
田
勉
博
士
の
「
カ
ン
ト
の
目
的
論
」
に
於
け
る
、
形
式

的
合
目
的
性
ご
内
面
的
合
目
的
牲
亡
に
蜀
立
ぜ
る
意
味
な
有
す
る
ビ
解
繹
ぜ

る
立
場
た
導
入
し
、
カ
ン
ト
、
田
邊
博
士
、
　
左
右
田
博
士
の
三
人
の
立
場
為

結
合
し
て
考
ふ
ろ
事
が
可
能
で
あ
る
亡
騎
じ
著
者
自
重
の
主
張
虐
し
て
蓮
べ

て
る
る
．
醒
に
依
れ
．
げ
h
、

「
自
然
奄
般
に
於
け
る
縫
械
的
因
果
律
に
、
構
成
原
理
劣
る
も
の
に
形
式
的

合
脅
的
性
で
あ
り
、
有
幾
懸
の
そ
れ
に
原
理
堪
る
も
の
に
、
内
面
的
合
目
的

性
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
合
欝
的
性
が
、
各
々
夫
々
の
機
械
的
因
果
律
の
偶

然
性
に
法
則
性
た
輿
ふ
ろ
認
識
目
的
ミ
な
り
、
　
形
式
的
合
爆
的
性
に
白
然
科

學
一
般
の
古
畳
的
因
果
律
に
構
成
的
原
理
穴
ら
し
む
る
根
蝶
潜
與
へ
、
内
衝

顔
合
貝
塞
翁
艮
町
物
學
の
夫
に
構
成
的
原
理
糞
ら
し
む
る
根
擦
為
輿
ふ
る
も

の
で
あ
る
。
」
（
4
6
）

　
署
老
に
以
上
の
根
採
に
基
き
、
生
物
學
が
自
然
科
學
の
　
猫
立
科
學
で
あ

り
、
物
理
論
、
化
學
馨
の
從
規
的
串
用
郡
門
な
ら
ざ
る
事
全
智
聾
し
て
み
る
。

　
（
1
1
）
日
本
生
理
學
書
辞
要
。
最
近
故
人
定
な
ら
れ
糞
大
澤
謙
二
醇
士
に
献

．
妊
ら
れ
六
軒
丈
で
あ
る
。
前
大
澤
重
代
。
大
澤
畦
代
。
後
大
澤
昨
代
の
三
部

に
分
け
、
　
同
博
士
な
中
心
ミ
し
て
日
本
に
於
け
る
生
琿
學
の
獲
逡
為
略
蓮
ぜ

る
も
の
で
あ
り
、
親
切
な
勢
作
で
あ
ろ
。

　
（
1
工
1
）
欝
本
生
理
學
吏
上
に
於
け
ろ
醗
諜
盛
代
の
一
丈
獣
。
之
ば
第
二
の
論

丈
の
一
部
た
構
成
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
　
幕
末
に
於
け
る
醤
…
學
者
島
村
鼎
…
甫

氏
の
日
米
融
職
な
弧
燗
じ
，
妹
に
㌧
て
の
謬
繊
に
か
～
る
利
鼎
山
人
リ
バ
ソ
グ
著
「
生
理

警
蒙
」
の
紹
介
為
試
み
て
み
ろ
Q

　
（
V
I
）
「
心
理
學
の
問
題
」
に
就
て
．
り
東
大
心
理
學
講
師
城
戸
謄
太
郎
氏
著
の
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同
書
に
封
ず
る
、
七
二
自
身
の
三
昧
の
黙
か
ら
の
批
評
で
あ
ろ
。
部
ち
同
書

．
が
心
理
…
学
の
膨
ザ
的
論
議
な
取
扱
へ
る
も
の
で
あ
り
、
’
且
霊
的
論
的
読
明
の
問

題
に
漏
れ
て
み
る
關
係
上
、
選
者
は
生
物
撃
序
論
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
臼
的

論
の
解
鐸
に
基
き
て
同
書
を
批
評
し
て
み
ろ
の
で
あ
る
が
、
之
に
カ
ン
レ
の

目
的
論
の
解
程
如
何
に
註
す
る
問
題
で
あ
り
、
考
察
の
錨
地
が
あ
ろ
も
の
亡

思
ほ
れ
ろ
Q
術
心
理
學
に
於
て
目
的
諭
的
見
地
た
強
調
ぜ
る
人
定
し
て
に
、

フ
♂
］
）
把
び
q
魯
が
あ
り
、
そ
の
大
著
｝
コ
○
藁
ぎ
。
。
門
H
）
鷲
。
｝
μ
。
H
。
讐
ぢ
恩
．

た
滲
照
ぜ
ら
る
れ
ば
興
味
あ
ろ
事
で
あ
ら
う
。

　
（
V
）
無
漉
先
猛
。
生
理
學
者
ε
し
て
の
橋
田
郵
彦
氏
の
印
象
及
そ
の
思
想

に
封
ず
る
感
想
で
あ
る
。

　
（
I
V
）
ハ
ン
ス
、
　
ド
リ
ー
シ
が
生
物
墨
に
草
す
ろ
特
嫁
哲
學
に
於
け
ろ
位
置

に
就
て
）
新
生
氣
親
の
麟
ρ
蕊
U
旨
ω
。
プ
の
思
想
の
紹
介
に
托
し
て
そ
の
所
謂

新
生
氣
湿
た
批
詳
し
、
そ
れ
ビ
著
者
の
立
場
の
相
違
鮎
為
明
瞭
に
ゼ
う
も
の

で
あ
り
、
最
初
の
論
文
の
輔
遽
の
役
な
演
ぜ
う
も
の
で
あ
ろ
Q
初
め
詳
細
に

新
…
恒
定
説
の
主
張
な
蓮
べ
、
面
し
て
そ
の
主
張
す
る
所
に
、
　
璽
物
學
の
科
學

批
鋼
た
る
生
物
熔
岩
が
認
識
論
に
止
る
の
ミ
は
異
り
、
在
來
の
自
然
哲
學
乃

至
形
而
上
學
に
移
り
行
け
う
も
の
定
児
、
就
申
有
楼
髄
に
遷
す
る
暫
學
虐
、

一
般
宇
宙
に
關
す
る
思
想
ご
の
聞
に
旗
日
存
設
け
ざ
る
d
旨
。
】
・
の
説
に
純
」

然
綴
る
形
影
上
底
な
q
ぜ
断
じ
て
、
著
者
自
縛
の
立
場
ミ
の
粗
違
を
強
調
し

み
る
。（

1
1
V
）
標
・
農
。
（
㎜
）
・
・
あ
翻
心
舞
。
此
の
嗣
警
何
れ
も

自
酌
ω
ご
膏
p
ン
の
荘
書
の
」
邦
課
で
あ
り
、
前
看
に
日
｝
δ
国
。
三
2
瓢
。
門
目
コ
畠
圃
く
－

団（

ｲ
＆
胃
矯
ぢ
敦
後
者
に
嵩
〇
三
ω
齢
。
曙
§
q
巴
5
0
運
。
｛
〈
営
翻
髭
目
O
翼

新
刊
書
紹
介

（
鳥
）
H
費
尉
ア
9
三
書
。
亀
旨
乞
σ
q
。
旨
。
9
で
あ
る
。

　
翁
巻
末
に
に
浦
本
醤
學
博
士
の
腰
が
附
し
て
あ
る
O

　
以
上
が
本
書
の
内
容
の
大
要
で
あ
る
が
、
最
初
の
蛮
物
哲
學
序
説
が
本
書

の
眼
日
で
あ
り
、
著
者
が
世
に
問
艮
ん
ぜ
す
る
灰
も
此
に
あ
る
ご
思
は
れ
．
る

生
物
學
の
根
本
問
題
ミ
い
ふ
が
如
き
從
來
飴
リ
顧
み
ら
れ
ざ
り
し
重
大
問
題
・

を
死
闘
ひ
、
し
か
も
そ
の
論
証
の
堂
々
叢
る
、
推
諭
の
着
實
な
る
に
敬
服
の

外
に
な
い
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
借
、
自
分
ば
本
書
の
内
容
の
忠
愚
な
ろ
細
介
な
旨
宣
す
う
も
の
で
あ
り
、

且
本
書
に
封
ず
る
批
評
に
嘗
て
心
理
學
研
究
第
三
谷
第
三
韓
（
昭
和
三
年
六

月
）
に
今
井
貢
氏
に
よ
り
て
な
さ
れ
．
て
居
り
、
敢
て
蛇
足
を
加
へ
る
必
要
は

な
い
が
、
未
熟
な
る
壷
網
附
加
へ
る
な
ら
ば
、
藩
養
に
自
ら
カ
ン
｝
、
田
湯
～

博
士
、
左
右
田
博
士
の
夫
々
の
立
場
為
綜
合
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
亡
い
は

れ
て
み
る
が
、
そ
の
綜
合
の
論
理
的
過
程
の
叙
爵
が
不
充
分
で
あ
る
ミ
思
1
1

れ
ろ
。
生
物
現
象
が
合
目
的
性
の
範
疇
に
依
り
て
構
成
ぜ
ら
ろ
・
事
に
逓
く

べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
ご
し
て
も
、
此
の
事
に
決
し
て
同
一
現
象
が
因
果
法

に
依
り
て
認
識
せ
ら
る
」
事
准
排
す
う
も
の
で
拭
な
く
、
生
物
學
が
有
も
自

然
科
學
凝
し
て
の
霧
在
准
主
張
す
る
が
爲
に
に
、
結
局
因
果
法
に
依
る
観
明

が
窮
極
で
あ
り
、
厩
的
論
的
見
解
た
導
入
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
に
な

か
ら
う
か
。
　
カ
ン
ト
の
如
く
規
整
的
原
理
亡
し
て
目
的
性
に
販
入
れ
て
も
、

盈
物
學
が
自
然
科
學
ぜ
し
て
の
認
識
な
な
す
上
に
於
て
は
、
し
か
く
重
大
な

ろ
意
味
な
も
つ
も
の
で
1
1
な
く
、
樫
械
的
因
果
の
み
が
純
然
科
學
の
法
則
的

認
識
の
自
象
定
な
る
べ
き
も
の
で
に
あ
ろ
ま
い
か
。
　
勿
論
か
～
ろ
重
大
問
題

に
一
朝
「
夕
に
解
決
ば
嗣
難
で
あ
ろ
。
將
來
あ
る
著
者
の
吾
々
多
幸
に
し
て

九
三
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哲
學
研
究
　
第
百
五
十
二
號

學
海
の
秘
底
に
瞭
玉
潜
探
る
べ
く
精
港
あ
ら
ん
纂
な
所
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
　
田
　
　
順
　
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
心
理
墨
・
卒
業
、
大
學
院
學
生
）

墨

寄
購
懇
書
（
昭
和
三
年
十
”
）

現
今
の
哲
學
問
題
　
　
蟹
群
暴
彿

　
　
　
目
　
　
次

　
「
理
今
の
暫
墨
問
題
　
二
、
學
問
ミ
爵
由
精
轡
　
三
、
科
墨
定
量
癖
ビ

　
の
翻
係
　
三
、
自
然
科
學
ミ
精
榊
科
學
　
四
、
慮
然
主
義
の
破
綻
定
交
化

　
の
威
力
　
五
、
生
活
定
哲
學
　
附
錐
「
、
プ
レ
ン
タ
ノ
の
心
理
説
一
班

　
『
ト
フ
ル
ド
ウ
ス
キ
ー
「
糞
象
の
内
容
ミ
封
象
」

弼
．
万
エ
汐
自
然
暫
學
原
理
　
　
廉
恥
騨
編
獲
解

　
　
　
　
（
カ
ン
ト
藩
作
配
十
こ

　
　
　
目
　
　
次

　
序
　
解
節
陛
（
本
文
の
成
…
立
、
緒
㎜
冨
及
び
概
噌
動
學
に
就
い
て
、
動
力
嵐
学
に
就

　
い
て
、
力
學
に
就
い
て
、
現
象
墨
に
就
い
て
、
本
丈
の
歴
典
的
意
味
、
本

　
丈
の
荻
ビ
丈
献
）
課
　
謎
解
　
索
引

天

地

人

髄
殿
濾
内
在
観
の
研
究

阪
本
林
助
著

眞
救
院
焚
行

由
良
哲
次
著

目
黒
書
店
礎
行

九
四

　
　
　
厨
　
　
次

　
緒
論
　
近
世
患
想
の
開
展
ビ
内
在
親

　
　
　
　
沙
ソ
ナ

　
　
ニ
　
　
ペ
ス
タ
ロ
ツ
チ
イ

　
　
三
　
ゲ
エ
テ
の
哲
墨
愉
心
葱
定
そ
の
｛
歌
育
翻
晒

以
上
の
四
書
ほ
次
號
以
下
に
楼
を
得
て
紹
・
介
批
評
す
べ
し
Q

　　

@　

�
｡
雑
誌
薪
懸
翻
月
許
髪
＋
腓

學甲信奈諸教全止証了束基眞瀧哲理學哲
校注姻恵理謂亜督宗學　學
勃嚢嚢総曜・驚踊雑
育慧育育育尋人究徒演光究究想年葱苑誌
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昭
和
三
年
九
β
號

同
九
月
號

同
十
月
號

同
十
月
一

同
九
月
號

同
九
月
號

同
十
月
號

同
七
八
β
合
．
併
號

岡
十
月
號

同
十
月
號

同
十
月
號

同
十
月
號

同
十
月
罫

描
九
封
號
、
十
月
號

同
九
月
號
、
十
月
號

同
十
月
號

同
十
月
號

同
十
月
號

四
九
九
號

二
五
號

一
フ
三
號

…
ノ
十
二
號

五
二
號

一
五
號

五
一
一
號

二
三
ノ
七
・
八
號

三
一
二
號

ニ
ノ
一
〇
號

五
ノ
［
○
鵜

七
二
號

三
ノ
「
○
號

三
七
七
號
、
三
七
入
號

一
入
晶
ハ
號
、
　
「
入
七
號

五
〇
四
號

入
ご
號

一
八
四
號

帝
殿
大
墨
新
聞

昭
和
三
年
九
月
十
七
日
、
二
十
四
日
、
十
月
一
σ
、

十
月
入
H
、
十
月
十
五
日


